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大切な愛犬のために狂犬病予防注射を！

ダンボールコンポストモニターフォローアップ講座

収集された資源物はどうなるの？

散歩のときは必ず首輪
とひもをつけて、ふん
は持ち帰りましょう！

車の部品に
もなります

市内の動物病院一覧

須屋市民センター　2階研修室午前10時～
8月28日（金）

泉ヶ丘市民センター　2階研修室Ａ午後2時～

場　　所日　　時

　狂犬病予防法で飼い犬は年１回の狂犬病予防注射が義

務付けられています。市でも例年５月と10月に集合注射

を行なっていますが、十分な接種率とは言いがたい状況

です。

　昭和31年以降、国内での狂犬病感染は報告されていま

せんが、平成18年には海外で犬にかまれた人が国内で発

症した事例もあり、狂犬病は決して過去の感染症ではあ

りません。飼い犬には必ず予防注射を受けさせましょう。

□予防注射はかかりつけの動物病院でも受けることが

できます。市内の病院で受けた場合は手続きは不要で

すが、市外の病院で接種した場合は市への登録が必要

になります。注射を受けた際の証明書を持って、市役

所窓口で手続きをお願いします。（手数料500円が必要

です）

□毎年、予防注射の際に発行する注射済票を首輪などに

付けておくと、万が一迷子になって市で保護された場

合に飼い主がわかるので便利です。

□新しく犬を飼い始めたときは、必ず市役所で登録の手

続きを行なってください。（登録手数料3,000円が必要

です）

□犬が死亡した際は環境衛生課までご連絡ください。

　ダンボールコンポストモニターフォ

ローアップ講座を次の日程で行ないます。

　ダンボールコンポストに取り組んで疑

問に思った点、不安なことを相談していた

だく良い機会になります。今回はコンポス

トで出来上がった堆肥の利用の仕方など

について説明を行ないます。
※また、当日はモニター事業の新規受付も行ないますので、まだ始めていな

い人も参加できます。

　前回、収集後の資源物A（びん類・缶類）についてお知ら

せしましたが、今回は資源物Ｂ（小型金物・小型金属製廃

家電）について説明します。

　資源物A同様、収集された資源物Bは大津町の環境美

化センターへ運ばれます。

　その後、環境美化センターで手選別により鉄やアルミ

などに分別され、各リサイクル施設に出荷されます。出

荷された資源物Bは製鋼原料や鉄筋、アルミ原料などに

生まれ変わります。

資源物Bの注意点

○「金属性廃家電」としていますが、プラスチック製の廃

家電は埋め立てごみ、テレビなどの家電４品目はそれ

ぞれ法にもとづいた処理方法になります。資源物Bで

出せる廃家電はストーブなど、すべて金属で出来てい

る家電製品です。

○資源物Aと同じ収集日ですが、それぞれ別の袋で出し

てください。

○包丁などの危険物を出される場合は、安全のため新聞

紙などでくるんでから出してください。

※環境衛生課ではダンボールコンポストやごみ分別についての出前講座を行なっています。希望者はご連絡ください。
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互いの自己実現を目指して

男女共同参画まちづくり講座

「男女共同参画クイズ」では身近な問題から出題 上野教授による講演

男女共同参画
推進懇話会委員

下條寛二

素敵な人生　素敵なパートナー素敵な人生　素敵なパートナー素敵な人生　素敵なパートナー
思いやりある社会へ

　日本社会の変質や多様

化がいろんな所で言われ

ていますが、これは現在

の日本がさまざまな面で

転換点に立っていること

の表れではないかと思っ

ています。この変化によ

り社会的軋轢(あつれき)

が生じているようですが、これも次の時代への産

みの苦悩なのかもしれません。

　価値観や考え方は、世代･性別・地域によっても

変わってきますが、同じ世代間であっても、境遇

や立場によって違いが生じます。今回のテーマで

ある男女の役割についても、人によって考え方に

開きがあるように思います。男女が果たす役割に

は、時代によって変化する部分と変化しない部分

がありますが、人間としての尊厳においてはみん

な同じです。ただ、男女に機能の差がある以上、お

互いにその機能や役割について理解し合い、尊重

しあうことが一番大事なのではないかと思いま

す。そして、このお互いを尊重する、思いやるとい

う姿勢が、実は男女間だけではなく社会生活全般

において大切なのです。

　私は現在、介護系施設の責任者や、医療･福祉関

係施設の理事をいくつか務めていますが、この分

野ではいち早く女性の進出が進んでおり、女性が

中心的な役割を果たしています。私自身も彼女た

ちに支えられ、助けられてばかりです。彼女たち

の献身的で思いやりある姿勢に、多くの人たちが

救われ、癒され、感謝しています。

　社会が多様化する中、それぞれの持っている個

性や男女としての特性を活かしながら、互いの立

場を尊重し、思いやりあふれる地域をつくりあげ

ていく。それが、子どもたちがすくすく育ち、大人

も住みやすい社会につながっていくと思います。

　6月19日、ことぶき大学と共催で「男女共同参画まちづくり講座」が御代志市民

センターで開催されました。講座には、約250人が参加。男女共同参画推進懇話会

委員による「男女共同参画クイズ」のほか、『人と社会の調和に向けた協働の可能

性～「善き社会」の構想を考える～』と題し、熊本大学上野眞也教授による講演が

ありました。上野教授は「大きな社会変化などで人々の信頼関係が低下してき

た。男女がともに参画し、自己実現を図れるような社会になるよう、社会制度を

整えたりする必要がある。」と話し、参加者は熱心に聞き入っていました。
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